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町長提出議案

番号 議　　　案　　　名 新 町 公 ク 共 い 審議結果

3
日の出町副町長の定数を定める条例
【内容】地方自治法の改正に伴うものです。（助役が副町長となります）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

4
日の出町表彰条例等の一部を改正する条例
【内容】地方自治法の改正に伴うものです。（職名の変更等です）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

5
日の出町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う報酬の減額です。※P2を参照

○ ○ ○ ╳ ○ ○ 原案可決

6
日の出町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う給与の抑制です。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

7
日の出町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
【内容】地方自治法改正・集中改革プランによる給与抑制。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

8
日の出町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う給与の抑制です。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

9
日の出町教育長の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う給与の抑制です。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10
日の出町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う給与の抑制です。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

11
日の出町職員の給与の特例に関する条例
【内容】町の集中改革プランの推進に伴う給与の抑制です。※P2を参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

12
日の出町敬老金支給に関する条例の一部を改正する条例
【内容】敬老金を年額１万円に改めるものです。※P2を参照

○ ╳ ○ ╳ ○ ╳ 原案可決

13
日の出町生涯青春いきいき奨励金支給に関する条例の一部を改正する条例
【内容】奨励金を年額１万円に改める(条件あり)ものです。※P2を参

○ ╳ ○ ╳ ○ ╳ 原案可決

14
日の出町国民健康保険条例の一部を改正する条例
【内容】上位法令の改廃により条例の一部を改正するものです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

15
日の出町下水道条例の一部を改正する条例
【内容】下水道料金の改定(引き上げ)等に伴い条例の一部を改正するものです。

○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ 原案可決

16

21

平成18年度日の出町一般会計及び特別会計補正予算
【内容】各会計の補正予算です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第22号～第27号は平成19年度各会計予算です。予算審査特別委員会での審査結果を審議しました。※Ｐ3～6を参照

22 平成19年度日の出町一般会計予算 ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 原案可決

23 平成19年度日の出町国民健康保険特別会計予算 ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 原案可決

24 平成19年度日の出町老人保健特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

25 平成19年度日の出町受託水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

26 平成19年度日の出町下水道事業特別会計予算 ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 原案可決

27 平成19年度日の出町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

28
平成17年度日業契第198号日の出町公共下水道事業（事業の一部）に関する業務委託
契約内容の変更について
【内容】契約金額の精算により契約内容の変更を行うものです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○…賛成　×…反対

Ｑ　

保
健
事
業
費
に
新
事
業
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

Ａ　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
る

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
も
の
で
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
推
進
と

し
て
被
保
険
者
40
〜
74
歳
を
対
象

に
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
が
保
険
者
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
る
関
係
事
業
で
あ
り
、
今
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
保
健
指
導
か

ら
結
果
を
出
す
保
健
指
導
と
な
る
。

Ｑ　

国
保
加
入
者
の
推
移
と
短
期

保
険
証
の
交
付
状
況
に
つ
い
て

Ａ　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
75
歳

以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
る
。
短
期
保
険
証

は
１
月
〜
３
月
で
65
件
を
発
送
し
、

そ
の
う
ち
分
納
で
お
支
払
い
頂
い

て
い
る
方
が
39
人
で
あ
る
。

Ｑ　
今
後
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費

の
増
加
に
対
し
、
予
防
対
策
が
重
要

で
あ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は

Ａ　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て

食
生
活
の
改
善
・
運
動
習
慣
の
定

着
・
健
康
づ
く
り
事
業
等
、
医
療

費
の
削
減
に
向
け
て
担
当
と
調
整

し
て
い
る
。

Ｑ　

出
産
育
児
一
時
金
と
受
領
委

任
払
い
の
件
数
は

Ａ　

出
産
育
児
一
時
金
は
22
人
、

そ
の
う
ち
受
領
委
任
払
い
は
２
件

で
あ
る
。

Ｑ　

日
の
出
山
荘
入
館
料
の
算
出

根
拠
と
商
工
会
が
出
し
た
要
望
書

の
そ
の
後
の
状
況
は

Ａ　

入
館
料
は
２
０
０
円
×
95
日

×
10
人
で
算
出
し
て
い
る
。
商
工

会
か
ら
山
荘
内
に
売
店
を
と
い
う

要
望
を
頂
い
て
い
る
が
、
今
後
、

現
場
を
見
て
い
た
だ
き
検
討
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

Ｑ　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
買
換
え

と
メ
ー
ル
配
信
の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　

ポ
ン
プ
車
は
第
３
分
団
第
１

部
に
納
入
す
る
。
メ
ー
ル
配
信
に

つ
い
て
は
消
防
団
員
へ
の
緊
急
災

害
連
絡
や
消
防
関
係
情
報
の
配
信
。

ま
た
登
録
し
た
住
民
に
対
し
て
も

選
挙
速
報
・
不
審
者
情
報
な
ど
の

配
信
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

重
点
支
援
指
定
校
の
実
施
内

容
は

Ａ　

平
成
16
年
度
か
ら
平
井
小
を

中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、

こ
こ
で
全
小
学
校
の
足
並
み
が

揃
っ
た
。
英
語
教
育
の
小
学
校
全

学
年
導
入
や
漢
字
検
定
の
一
斉
ス

タ
ー
ト
で
学
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。第1回定例会で審議された議案第1回定例会で審議された議案第1回定例会で審議された議案

〜

Ｑ　

森
林
再
生
事
業
や
花
粉
症
対

策
事
業
に
つ
い
て

Ａ　

森
林
再
生
事
業
で
60 

ha
、
花
粉

対
策
で
３
ha
予
算
計
上
し
て
い
る
。

実
施
状
況
は
平
成
17
年
度
に
森
林

再
生
事
業
を
20
．44 

ha
行
っ
て
い
る
。

森
林
再
生
事
業
の
実
績
で
花
粉
症
対

策
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
外
出
支
援
バ
ス
事
業

の
評
価
は

Ａ　

日
の
出
町
の
細
長
い
地
形
に

お
い
て
は
非
常
に
効
果
的
な
事
業

で
あ
り
、
利
用
者
か
ら
も
い
い
評

価
を
得
て
い
る
。
大
久
野
路
線
に

お
い
て
は
２
台
の
新
車
が
配
車
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ　

東
京
都
へ
の
最
終
移
管
年
度

は
い
つ
に
な
る
の
か

Ａ　

平
成
21
年
度
（
22
年
３
月
31

日
ま
で
）
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
。

Ｑ　

浄
水
費
・
給
水
費
等
が
廃
目

に
な
っ
た
理
由
は

Ａ　

平
成
19
年
度
か
ら
東
京
都
の

予
算
で
賄
わ
れ
る
た
め
廃
目
と
な
っ

た
。

Ｑ　
記
念
式
典
の
内
容
は

Ａ　

６
月
１
日
を
目
途
に
計
画
し

て
い
る
。
会
場
は
公
民
館
を
予
定
。

Ｑ　

下
水
道
使
用
料
は
、
料
金
改

定
を
見
込
ん
で
計
上
さ
れ
て
い
る

の
か

Ａ　

平
成
19
年
度
予
算
に
は
見
込

ん
で
い
な
い
。

Ｑ　

水
質
検
査
は
、
ど
こ
の
場
所

を
実
施
す
る
の
か

Ａ　

大
久
野
幹
線
と
平
井
幹
線
、

二
ツ
塚
処
分
場
と
谷
戸
沢
処
分
場
、

企
業
が
８
ヶ
所
及
び
酪
農
家
が

２
ヶ
所
で
あ
る
。

Ｑ　

雨
水
を
国
費
で
賄
う
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
雨
水
と
は
不

明
水
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か

Ａ　

国
費
で
は
な
く
町
の
一
般
財

源
で
負
担
で
き
る
と
い
う
意
味
の

公
費
負
担
で
あ
る
。
汚
水
の
場
合

は
将
来
的
に
は
公
費
が
３
、
使
用

料
が
７
で
賄
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
下
水
が
下
水
管
に
浸
透
す

る
場
合
が
あ
り
、
不
明
水
と
は
雨

水
の
こ
と
で
は
な
い
。

Ｑ　
公
債
費
の
最
終
償
還
年
度
は

Ａ　

平
成
17
年
度
ま
で
借
り
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
平
成
47
年
に
全
部

返
し
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

水
質
関
係
で
問
題
が
発
生
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た
、
何
か

あ
っ
た
場
合
の
指
導
は

Ａ　

問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
。
緊
急
時
の
情
報
体
制
は
出

来
て
い
る
。

Ｑ　

前
年
度
と
比
較
し
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

Ａ　

保
険
の
給
付
割
合
は
、
保
険

料
を
平
成
18
年
〜
20
年
の
３
ヵ
年

を
出
し
、
18
年
度
８
億
１
６
０
０
万

円
・
19
年
度
８
億
３
０
０
０
万
円
・

20
年
度
８
億
５
０
０
０
万
円
と
想

定
、
積
算
し
て
50
％
と
し
、
国
が

20
％
・
都
が
12
．５
％
・
町
が
12
．５

％
・
調
整
交
付
金
５
％
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
を

委
託
で
運
営
し
て
い
る
が
職
員
体

制
と
介
護
予
防
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
数
は

Ａ　

保
健
師
・
介
護
士
・
福
祉
士

で
実
施
し
て
お
り
今
後
、
看
護
師

が
入
る
予
定
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
該
当
者
は
１
１
０
人
程
度
で

あ
る
。

Ｑ　

町
が
実
地
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
予
定
は

Ａ　
今
後
、
予
定
し
実
施
す
る
。

受
託
水
道
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

都市建設常任委員会で
日の出山荘を視察

利用者にも好評な高齢者外出支援バス

安心でおいしい水を供給する大久野浄水所

整備率 100％を達成した公共下水道


